


富山を歩く⑥

i締結協議選縫i
井波町瑞泉寺通り

ずいせんじ

シリーズ -旧
加
越
能
鉄
道
井
波
駅
前
で
パ
ス

を
降
り
る
と
、
プ

l
ン
と
乾
い
た
木

の
香
り
が
し
ま
す
。
こ
こ
は
木
彫
の

里
、
瑞
泉
寺
に
通
じ
る
情
緒
あ
ふ
れ

る
古
い
町
並
を
歩
け
ば
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
、
ト
ン
ト
ン
と
ノ
ミ
を
打

-・・・w哩圃・・・・
阪I毛ぺ

hv物
産
展
示
館
に
な
っ
て
い
る
旧
井
波
駅

つ
音
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

二
百
年
の
歴
史
を
も
っ
井
波
彫
刻

は
、
富
山
県
の
誇
る
伝
統
工
芸
。
特

に
荒
彫
り
か
ら
仕
上
げ
ま
で
、

二
百

丁
も
の
ノ
ミ
を
巧
み
に
使
い
わ
け
、

は厚花
板や

他に 鳥
の立
追体風
随的景
をにな
許深ど
し彫を
まりク
せしス
んたノ
。欄:キ

閉まの

瑞
泉
寺
の
門
前
の
通
り
の
両
側
に

は
、
数
多
く
の
工
房
が
軒
を
つ
ら
ね
、

ひ
た
す
ら
木
に
取
り
組
む
職
人
た
ち

の
姿
は
、
い
つ
ま
で
も
見
あ
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

き
て
こ
の
木
彫

は
、
瑞
泉
寺
と
深
い

か
か
わ
り
を
持
つ

て
い
ま
す
。
か
っ

企木彫で飾られた瑞泉寺の山門

て
は
一
向

一
授
の

重
要
拠
点
と
し
て

こ
の
地
方
に

一
大

勢
力
を
有
し
て
い

た
瑞
泉
寺
は
、
今

も
浄
土
真
宗
大
谷

派
井
波
別
院
と
し

て
全
国
か
ら
信
者

藍:でを
はす集
何 。 め
度こる
かの大
焼大寺
失伽が院

し
、
そ
の
都
度
再
建
さ
れ
て
き
ま
し

て
い
ま
す
。

な
お
井
波
町
に
は
、
越
中

一
の
宮

高
瀬
神
社
、
砺
波
散
居
村
の

一
望
で

き
る
閑
乗
寺
公
園
、
芭
蕉
塚
(
翁
塚
)

の
黒
髪
庵
な
ど
、
見
て
歩
い
て
楽
し

く
興
味
深
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。秋

の

一
日
、
ゆ
っ
く
り
と
文
化
の

香
り
高
い
井
波
町
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
読
者
の
み
な

さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
た
写
真
と

原
稿
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
送
付
先

〒
蜘
富
山
市
新
総
曲
輪
一
雷
七
号

県
広
報
課

「
あ
な
た
の
ふ
る
さ
と

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
」
係

た
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
再
建
の
折
、

京
都
か
ら
派
遣
さ

れ
た
彫
刻
師
が
伝

え
た
技
が
、
今
日

の
井
波
彫
刻
の
発

祥
だ
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
瑞
泉
寺

の
本
堂
は
も
と
よ

り
、
門
、
廻
廊
、

太
子
堂
な
ど
至
る

と
こ
ろ
に
素
晴
し

い
彫
刻
が
施
さ
れ

V若い後継者の育つ井波彫刻

に
こ
に
こ
ス
ポ

ツ

ー
第
一
回
全
国
ビ
I
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
善
交
流
会
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富
山
県
で
生
ま
れ
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

の
一
つ
、
ピ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
こ
の

ほ
ど
初
め
て
の
全
国
大
会
が
発
祥
の
地
、

朝
日
町
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
か
ら
五
年
前
、
町
民

一
人

一
ス
ポ
ー

ツ
を
目
指
し
て
、
朝
日
町
の
体
育
指
導
員

の
皆
さ
ん
が
考
案
し
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル

製
の
ピ

l
チ
ボ

l
ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
の

ネ
ッ
ト
が
道
具
で
す
。
パ
ト
ミ
ジ
ト
ン
コ

ー
ト
の
広
さ
と
人
人
そ
ろ
え
ば
、
ゲ
ー
ム

が
で
き
ま
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

誰
で
も
そ
し
て
狭
い
所
で
も
手
軽
に
、
安

全
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

県
も

P
R
に
努
め
、
地
元
は
も
と
よ
り

全
国
に
普
及
し
て

今
で
は
二
十
六
都
道

府
県
に
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
チ

l
ム

が
で
き
ま
し
た
。

一十
三
日
、
朝
日
町
民
体
育
館
で

聞
か
れ
た
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
百
十
九

チ
l
ム
が
参
加
、
性
別
、
年
齢
別
の
五
つ

の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
、
熱
戦
を
展
開
し

九
月

±
A
F
1
し
れ
~
。

「
親
善
交
流
会
」
だ
け
あ
っ
て
、
笑
顔

の
た
え
な
い
和
気
あ
い
あ
い
の
ゲ

l
ム
展

開
で
し
た
。

ピ

チ
ノ¥

レ

ボ

lレ
は

に
な
り
が
ち
な
中
高
年
に
も
手
軽
に
楽
し

め
ま
す
。
あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
。

(表紙の写真)
学校花壇コンクール

l位 宇奈月中学校
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順
調
に
歩
み
は
じ
め
ま
し
た

わ
た
し
た
ち
の
新
世
紀

県
民
の
英
知
を
集
め
て
生
ま
れ
た
新
し
い
県
づ
く
り
プ
ラ
ン
「富
山
県
民
総
合
計
画
」
。

も
う
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

県
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
「
活
力
と
温
か

い
心
に
満
ち
た
美

し
い
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
県
は
、
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

県
で
は
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
県
づ
く
り
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
毎
年
度
、
計
画
の
成
果
を
調
べ

る
な
ど
、
適
切
な
進
行
管
理
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
県
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
春
、

策
定
さ
れ
て
、

こ
の
問
、

進
捗
率
は
二
三
・
九
%

二
三

・
九
一
向
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
事
業
実
績
を

ふ
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
全
体
と
し

て
新
世
紀
へ
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
ふ

さ
わ
し
く
、
多
数
の
県
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
と
協
力
の
も
と
に
、
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
、

計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
公
共
事

業
の
抑
制
傾
向
な
ど
、
昨
今
の
厳
し

い
財
政
環
境
の
な
か
に
あ
っ
て
、
で

き
る
限
り
、
計
画
に
そ
っ
た
予
算
措

置
を
行
い
、
実
施
に
全
力
を
あ
げ
ま

し
た
。

事
業
は
、
着
実
か
つ
順
調
に
進
展
し

て
い
ま
す
。

二
大
政
策
別
に
み
る
と
、
「
明
日
を

拓
く
人
守
つ
く
り
」

二
六

・
三一
位
、
「
魅

力
あ
る
郷
土
づ
く
り
」

二
二

・
八
ば
、

事
業
費
面
で
見
て
み
ま
す
と
、
五

十
八
年
度
か
ら
六
十

一
年
度
ま
で
の

く八「
り特に活
」にと力
に「なあ
っ人つる
いづて産
てくい業
はりまづ
、」すく

想※と 。 り

疋三 「

進産 二
捗業四
率 づ

事
業
計
画
期
間
の
計
画
事
業
費
六
千

七
百
五
十
九
億
円
に
対
し
、
昨
年
度

の
実
績
事
業
費
は
千
六
百
十
六
億
円

未来をひらく

22.8% 
(83.872百万

(政策の柱別の計画と実績(事業費)) 

※惣定進捗率
計画事業費は 4年間の合計額で示され
ているので、各年度の進捗率を次のよ
うに~.定し、 -1.2‘の目安にしています。
第1年度 (58年度) 24.1% 

(C第……2伴峨判一年峨糊叩叩…度駅肘叩(匂同桝5臼畔9伴年皮肘即附まれ村で引) 必
第3年度(ω60年!皮文まで) 7九4.1%1
第4年皮(ω611年lド三度まで)10∞0.0%/ 

仁コ
昭和58年度実績

二
四

・
一
伐
を
上
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

2 

「
郷
土
守
つ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
公

共
事
業
抑
制
に
関
連
す
る
も
の
が
下
」

の
部
門
で
約
八
割
も
占
め
て
お
り
、

想
定
進
捗
率
を
や
や
下
ま
わ
っ
て
い

ま
す
が

堅
調
な
実
績
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

事
業
実
績
の
特
色

計
画
に
そ
っ
て
、
数
多
く
の
事
業

が
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
県
づ
く
り
の
た
め
、
特
色
あ
る
事

業
が
、
各
部
門
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

-
進
め
ら
れ
た
調
査
研
究

・
プ
ラ
ン

づ
く
り

重
要
な
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
の
基
礎
と
な
る
数
多
く
の
調
査
研

究
や
プ
ラ
ン
づ
く
り
が
、
積
極
的
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
県

民
の
皆
さ
ん
の
代
表
や
専
門
家
の
方

々
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
様
々
な
委
員

会
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

-
多
く
の
新
し
い
事
業
も
ス
タ
ー
ト

計
画
の
実
現
化
の
た
め
に
、
多
種

多
様
な
新
し
い
重
点
事
業
も
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
行
政
と
住
民
が

一

体
化
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
民
間
の
力
を

生
か
す
事
業
も
増
え
ま
し
た
。

-
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開

長
年
に
わ
た
る
困
難
な
懸
案
が
、

相
次
い
で
解
決
、
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
に
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

3 

公
共
事
業
抑
制
の
厳
し
い
状
況
の

な
か
で
も
、
北
陸
新
幹
線
建
設
に
む
け

て
準
備
が
着
々
と
進
展
。
ま
た
活
力
あ

る
富
山
県
の
け
ん
引
力
と
期
待
さ
れ

る
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画
も
、
今
春
、

国
の
承
認
を
、
つ
け
る
な
ど
、
新
し
い

県
づ
く
り
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

次
々
に
実
現
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
(
次

ぺ
l
ジ
の
表
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。)



-昭和58年度事業実施の特色
調査研究 ・プランづくり

新たな組織の設置 | 新たな調査の

・総合的スポーツ・レクリェーション振興プラ| ・新大学構想の

ンの策定 | 検討

(生涯スポーツプラン策定委員会 58.4) ・総合博物館の

・痴呆性老人対策についての総合的な調査研究| 査

(痴呆性老人対策研究会議 58.6) 

・立山風土記のE環境整備計画の検討

(立山風土記の正環境整備計画策定委員会

58.9) 

など

国等への働きかけにより前進

-北陸新幹線の着工準備作業所の開設

(58.10)、沿線環境影響評価報告書案

の公表 (58.11)及ぴ新幹線着工促進

富山県民協議会の設置(58.10)

など

懸案の解決等により着手 ・完成

-総合体育センター ・大体育館の竣工(59.3)

・県民公園・太閤山ランドと新港の森の開園 (58.7)

・有峰ふるさと自然公固有峰湖国民休養地の着工(58.7)

.国立立山少年自然の家の開所(58.9)

・心身障害児総合通園センターの着工(58.8)

・志貴野苑(重度身体障害者収容授産施設)の竣工(59.3)

.新設 3高校とにいかわ養護学校の開校(58.4)

・情報教育センターの着工(59.3)

・国立高岡短期大学の開学(58.10)

・富山空港線、鳳鳴橋等の完成 (59.3)(文化性の導入)など

• 21世紀の森の開園と県庁前公園花時計の完成(58.4)

・上市川第 3発電所の建設着手(58.9)

・小矢部川流域下水道・浄化センターの着工(58.10)

.県民公園・野鳥の園の整備(58.10)

・北陸自動車道滑川 IC.朝日 IC間の開通(58.12)

.富山新空港の開港(59.3)

・五箇山トンネル(59.3)、滑川・富山バイパス (58.12)、

津沢バイパス (58.9)、高岡婦中線(58.7)の開通

・神岡鉄道株式会社(第3セクタ一方式)の設立(59.1)

.高岡交通管制センターの開所(58.4)

・小杉流通業務団地の分譲開始(58.10)

-精神障害者社会復帰推進モデル事業

の推進

・ボランティア基金の造成

・公共施設等への文化性導入

(文化的環境づくり委員会 58.7) 

など

-県土美化推進運動の展開

(県土美化推進県民会議 58.4) 

・魅力あるまちづくりモデル事業

の推進

(魅力あるまちづくり推進委員会

58.11) 

・地域ぐるみ除排雪モデル事業の展開

.雪に強いモデル実験住宅の建設

・高等学校生徒の海外派遣

新規・重点事業

基礎調

など

備構想

画の調

など

開始

調査、

-富山駅周辺整

の調査

・道路網整備計

査

-グリーンプラン (県土緑花計画)の策定

(緑花計画策定委員会 58.6) 

・総合雪対策の調査、研究

(総合雪対策研究会議報告書提出 58.12) 

.地域エネルギーの積極的な開発利用

(ミニ水力発電開発委員会 58.10) 

など

明
日
を
拓
く
人
-
つ
く
り

魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

県
民
の
総
力
で
成
功
、

置
県
百
年
記
念
事
業

全
国
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会
、
第

七
回
全
国
育
樹
祭
、
富
山
の
あ
ゆ
み
展
、

婦
人
と
青
少
年
の
国
際
交
流
の
つ
ど

い
、
高
齢
者
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会
、
全

国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
永
永

競
技
大
会
、
県
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
、

置
県
百
年
記
念
映
画
「
風
と
心
と
」
、

無
雪
害
ま
ち
守
つ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

置
県
百
年
記
念
財
団
設
立
な
ど
。

昭
和
五
十
八
年
は
、
置
県
百
年
の

年
で
し
た
。
九
十
三
に
の
ぼ
る
記
念

事
業
、
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
、
県

民
の
皆
き
ん
の
積
極
的
な
参
加
と
協

力
に
よ
っ
て
、
意
義
あ
る
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主
な
記
念
事
業
は
、
い
き
い
き
富
山

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
置
県
百
年
記
念

式
典
、
未
来
を
ひ
ら
く
県
民
の
決
意

(
置
県
百
年
宣
言
)
、
に
っ
ぽ
ん
新
世

紀
博
覧
会
、
万
葉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
第

あ
な
た
の
力
が

新
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
回
富
山
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
、

県
が
事
業
の
実
施
に
深
く
関
与
し

て
い
る
も
の
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を

など

センタ

など

など

-イメー ジディレクターの委嘱

など

-富山テクノポリス開発計画の国承認

(59.3)と富山技術開発財団の設置

(58.12) 

など

など

-情報公開制度導入についての調査、検討

(情報公開検討委員会 58.6) など

-食品研究所の開所(58.10)

・葉事研究所建設基本設計の完了 (59.3)

・工業技術センター・技術開発館の着工(59.3)

.富山産業展示館の開館(58.9)

・富山八尾中核工業団地の分譲開始(58.10)

.高岡地域地場産業センターの開館(58.4)

など

-うまい米づくりの推進

.とやま肉牛の村の育成

・母なる大地っくり診断事業

・特産王国づくり事業の推進

(特産王国づくり推進協議会 59.2) 

.文化・スポーツ産業施設整備資金制

度の創設 など

活
力
あ
る
産
業
っ
く
り

聞かれ

た県政

の展開

富
山
県
は
、

紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
数

多
く
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

建設構-薬事研究所の

想調査

・公社栽培漁業

ーの建設調査

-技術立県をめざす科学技術振興の方向の検討

(科学技術会議 58.11) 

・地域に即応した高度情報化社会への調査研究

(高度情報システム研究会 58.11) 

・栽培漁業基本計画及ぴ地域栽培漁業整備計画

の検討

(栽培漁業推進協議会 59.3) 

県
民
の
み
な
さ
ん
が
独
自
の
力
で

や
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は

行
政
と
の
積
極
的
な
協
力
の
も
と
に

推
進
さ
れ
た
事
業
、
国
や
市
町
村
に

よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
も
の
な
ど
。

い
ま
、
新
し
い
県
づ

く
り
の
方
向
に
そ
っ
て
着
実
に
第

世
紀
の
歩
み
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
県
民
の
皆
さ
ん
と
、
手

と
手
を
結
ぴ
合
い
、
素
晴
ら
し
い
ふ
る

さ
と
の
あ
し
た
を
実
現
す
る
た
め
に

勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

5 4 



長
年
の
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
た
し、

高
齢
者
雇
用
促
進
強
調
月
間

き
ん
で
す
が
、
隠
居
生
活
に
耐
え
ら

れ
ず
、
何
か
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
、

と
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
に
相
談

し
た
の
で
し
た
。

の
九
割
以
上
が
六
十
歳
を
す
ぎ
て
も

働
く
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
ま
た
三

人
に

一
人
は
働
け
る
限
り
ず
っ
と
働

く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

身
体
が
続
く
限
り

働
き
続
け
た
い

西
井
さ
ん
も
、
年
金
と
軍
人
思
給

を
受
給
し
て
お
り
、
経
済
的
に
は
安

定
し
て
い
ま
す
が
、
身
体
が
続
く
限

り
は
働
き
た
い
と
言
い
ま
す
。

「ゲ

l
ト
ボ
l
ル
ば
か
り
や
っ
て

総
理
府
が
、
定
年
を
間
近
に
し
た

五
十
歳
代
の
勤
労
者
を
対
象
に
し
て

い
て
も
面
白
く
な
い
し
、
貧
乏
性
な

実
施
し
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
そ

ん
で
す
か
ね
ェ

。」

〈労働力人口高齢化の国際比較〉

23.0 
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位単
口人力働

/

労

の
口
〆

上
人

以
力

歳

働
日
労

13.0 

困
難
な
高
齢
者
の
再
就
職

高
齢
者
の
再
就
職
は
困
難
で
す
。

県
が
調
査
し
た
年
齢
別
の
求
人
倍
率

を
見
る
と
、
四
十
五
歳
未
満
は

一

二
五
倍
あ
り
ま
す
が
、
四
十
五
歳
以

上
は

0
・
四

一
倍
、
特
に
五
十
五
歳

以
上
に
な
る
と

0
・
一一

倍
。

つ
ま

り
求
職
者
九
人
に
対
し
、
求
人
は
実

に
一
人
と
い
う
大
変
厳
し
い
状
況
を

示
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
六
十
五
歳
未
満
の
中
高
年

総理府「勤労者の生活設計に関する世論調査」

(昭和56年)

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
生
き
が
い
や
健
康
保
持
な
ど
の
た

め
に
、
働
く
機
会
を
求
め
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
、
生
活

の
安
定
を
求
め
て
就
労
を
希
望
す
る
高
齢
者
も
、
依
然
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

就
労
を
希
望
す
る
高
齢
者
(
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
)
の
た
め
に
、

職
場
を
確
保
し
紹
介
す
る

「高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
」
が
、
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
景
気
の
低
迷
も
影
響
し
て
求
人
が
少
な
く
、
高
齢
者
の

就
職
は
一
層
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
か
ら
一
ヵ
月
間

「高
齢
者
雇
用
促

進
強
調
月
間
」
と
し
て
、
高
齢
者
の
雇
用
や
就
労
に
つ
い
て
の
企
業
や
地

域
社
会
の
理
解
を
深
め
、
高
齢
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
は
生
き
る
支
え

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
を
通
じ

て
、
今
年
五
月
か
ら
富
山
商
工
会
議

所
ピ
ル
で
守
衛
と
し
て
働
く
西
井
さ

ん
は
、
大
正
生
ま
れ
の
六
十
五
歳
。

十
年
前
に
三
十
年
間
勤
め
て
い
た
会
社

を
定
年
退
職
。
長
年
の
経
験
を
見
込

ま
れ
て
再
就
職
し
て
、
六
十
歳
ま
で

の
五
年
間
、
そ
こ
で
働
き
ま
し
た
。

齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

な
が
ら
も
各
種
の
積
極
的
な
推
進
策

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

定
年
延
長
(
六
十
歳
定
年
の
推
進
、

将
来
は
六
十
五
歳
ま
で
の
延
長
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。)
、
法
定
雇
用
率

の
定
着
(
五
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

を
従
業
員
数
の
六
ば
以
上
雇
用
す
る

義
務
)
、
高
齢
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業

主
に
対
す
る
助
成
策
な
ど
が
あ
り
ま

す
。六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
は

年齢別にみた求人倍率

(57年10月県調べ)

1. 25 

倍
1.5 

巳

退
職
後
、
し
ば
ら
く
は
奥
さ
ん
と

二
人
で
海
外
旅
行
を
す
る
な
ど
、
悠

悠
自
適
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
が
、
二
年
前
奥
さ
ん
を
病
気
で
亡

く
し
、
全
く
の

一
人
暮
し
と
な
り
ま

ーしれ~
。

西
井
さ
ん
に
は
一

が
あ
り
ま
す
が
、
長
男
は
南
米
に
移

住
、
長
女
は
結
婚
し
て
大
阪
に
い
ま

す
。
さ
ぴ
し
く
は
な
い
と
い
う
西
井

人
の
お
子
さ
ん

雇
用
推
進
の
た
め
の
制
度
が
、

今
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

老
人
福
祉
の
観
点
か
ら
高
齢
者
無
料

職
業
紹
介
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

高
齢
者
無
料
職
業

紹
介
所
の
業
務

ま
ず
求
人
で
す
が
、
臨
時
の
仕
事

な
ど
高
齢
者
向
き
の
仕
事
を
受
付
け

て
い
ま
す
。
合
理
化
の

一
助
と
な
る

フ

0.72 

ノ¥
ゴユ

体

0.41 

M
W
1

U
A

歳

日
歳
以
上

叫
歳
以
下

1.0 

0.5 



よ
う
な
高
齢
者
に
適
し
た
就
労
場
所
、

就
労
時
間
、
職
種
が
、
身
近
に
あ
り

ま
せ
ん
か
。

短
時
間
(
パ

l
卜
)
、
短
期
間
(
臨

時
)
の
も
の
も
歓
迎
し
ま
す
。
ご
検

討
の
う
え
、
紹
介
所
に
連
絡
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

で種
すは今

、ま

軽で
作求
業人
、を

雑受
役付

け
事た
務主
なな
ど職

求
職
者
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て

いい職
。 ま業

す紹
。 介

おや
気各
軽種
にの
ご相
相談
談を
く行
だっ
きて

紹
介
所
で
は
、
高
齢
者
雇
用
促
進

強
調
月
間
中
は
、
特
に
求
人
開
拓
と

し
て
、
事
業
所
訪
問
、
求
人

(事
業

主
)
懇
談
会
、
文
書
に
よ
る
求
人
開

拓
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

西
井
さ
ん
の
業
務
は
、
商
工
会
議

所
ピ
ル
の
受
付
、
火
元
や
消
防
設
備

の
点
検
、
戸
締
り
な
ど
の
確
認
な
ど
、

ピ
ル
の
利
用
者
の
便
宜
と
安
全
を
図

る
大
切
な
仕
事
で
す
。
三
日
に

一
回

は
、
宿
直
も
あ
り
ま
す
。

hτ 
まなひにい

県民大学校秋季講座

ろをひら(
一声

、圃園 、圃圃
一 声

地域文化の向

上と心の豊かさを

求めて、砺波市と黒

部市を会場に、県民大

学校秋季講座を開きます。

受講は、無料てす。 詳し

くは、砺波市または黒部市の

教育委員会社会教育課ヘ、お問

い合わせください。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
長
く
総
務

畑
を
務
め
、
管
理
職
も
経
験
し
た
西

井
さ
ん
に
と
っ
て
、
は
じ
め
守
衛
の

仕
事
は
と
ま
ど
い
も
多
く
、
や
れ
る

か
ど
う
か
不
安
で
し
た
が
、
福
利
厚

生
や
就
業
時
間
な
ど
勤
務
条
件
が
比

較
的
良
く
、
現
在
は
こ
の
仕
事
に
満

足
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
富

山
県
社
会
福
祉
会
館
の
中
に
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
は
、
富
山
市
舟
橋
南
町

五
番
十
四
号

宮

O
七
六
四
(
三
二
)

二
九
五
八
で
す
。

ま
た
次
の
と
こ
ろ
で
、
定
期
巡
回

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

-
高
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
高

岡
市
清
水

一
丁
目
七
番
三
十
号
、
高

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
)

毎
週
火

・
水

・
金
曜
日

-
砺
波
市
働
く
婦
人
の
家

(砺
波
市

栄
町
、
砺
波
市
高
年
齢
者
職
業
相
談

室
内
)

毎
週
木
曜
日

-
魚
津
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
百
楽
荘

(
魚
津
市
新
金
屋
二
番

地

魚

津

市

社
会
福
祉
協
議
会
内
)

毎
週
水
曜
日

~ 場 月 日 講 師 演 題

砺波市文化会館 11月10日(土)
版画家 ・小説家

マルチ人間について
池 田 満寿夫

11月17日出
将棋九段

勝負 と人生
芹沢博文

黒部市民会館 11月24日ω 龍日武本谷学大荷巨学会議名尚1誉2期教会邦授員 人間性の確認

ーヒトと人と に関してー

v非常口の点検

西井さんの
仕事

いずれも砺波会場は午後 2時から、黒部会場は午後 7時からですο(注)

一一立山山麗家族旅行村一一

B 
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十
月
十

H
l
十
六
日
は
「
四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間
」
で
す

き
ょ
う
か
ら
始
め
る
健
康
づ
く
り

‘F

体
操
で
汗
を
流
し
て

年代別 3大成人病死亡割合

(昭和58年概数)

100% 

| 20.9 I 
KS燃料オ

3叫

37.4 

36.6 

その他

|13.9113.11 

112.0除去副

50% 

富山ピピ
砂70歳代以上

全国|17.9I 23.8 

富山 |19.3 I 23.9 

0% 

年
に

一
回
は

健
診
を
受
け
る
習
慣

ま
す
。
四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
量
よ

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

り
質
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
を
心
が
け
、

肥
満
を
防
ぎ
ま

し
ょ
、
っ
。

老健
、襲警

官
(J) 

:券f
I 1ヴ

。
年
相
応
の
ス
ポ
ー
ツ
を

中
高
年
齢
層
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ

。
規
則
正
し
く
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
生

活
を

①
運
動
の
時
間
や
や
り
方

を
加
減
で
き
、
②
比
較
的
肉
体
に
負

担
が
少
な
く
、
③
安
全
で
ケ
ガ
の
心

配
が
な
く
、

④
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
も
の
で
す
。

散
歩
、
体
操
、
ゴ
ル
フ
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
野
球
、
テ
ニ
ス
、

と
は
、

働
き
盛
り
に
は
な
か
な
か
実
行
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か

く
肝
心
な
こ
と
は
、
自
分
の
生
活
に

合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
を
作
り
、

健
康
を

増
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

。
ふ
と
り
す
ぎ
は
要
注
意

肥
満
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど

ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
が
手
軽
で
適
当
で

す
。
ま
た
、
休
養
や
睡
眠
も
十
分
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
成
人
病
の
要
因
と
な
り

充
実
し
た
ゆ
と
り
の
あ
る
人
生
を

お
く
る
た
め
に
は
、
病
気
で
な
け
れ

ば
よ
い
と
い

っ
た
消
極
的
な
考
え
で

は
な
く
、

「自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ

く
る
」
、
「自
分
で
守
る
」
と
い
う
積

極
的
な
健
康
増
進
の
努
力
が
必
要
で

す
。

「健
康
づ
く
り
」
を
す
る
と
は
、

病
気
の
方
は
、
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
健
康
を
取
り
も
ど

す
よ
う
に
、
ま
た
半
健
康
の
方
(
病

気
と
健
康
の
要
素
が
同
居
し
て
い
る

方
)
は
、
病
気
の
予
防
や
病
気
の
早

期
発
見
な
ど
に
努
め
、
確
実
な
健
康

を
手
中
に
す
る
こ
と
で
す
。
い
ま
健

康
な
人
は
、
健
康
を
失
わ
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
健
康
を
増
進
す

る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
健
康
づ
く
り
と
は
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
状
態
を
改
善

す
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
で
す
。

厚生省「人口動態統計」、富山県「衛生統計年報」

四
十
歳
代
と
い
え
ば
、

H

働
き
盛

り
ヘ

心
身
と
も
に
十
分
成
熟
し
、
社

会
的
に
も
充
実
し
た
日
常
生
活
を
お

く
る
年
代
で
す
。

し
か
し

一
方
、
こ
の
時
期
の
健
康

状
態
は
個
人
差
が
大
き
く
、
ま
た
か

ら
だ
の
機
能
や
体
力
も
ゆ
る
や
か
に

低
下
し
は
じ
め
、
成
人
病
が
し
の
び

100% 

健
康
度

。
(半病気)

死ホ←病気-*一半健康一←ー健康→*

健康の考え方

健康の要素

病気の要素

0

疾
病
度

100% 

(資料)

。
家
族
ぐ
る
み
で
ス
ト
レ
ス
解
消

ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す
る
と
、
胃
炎
、

十
二
指
腸
か
い
よ
う
、
胃
か
い
よ
う
、

下
痢
な
ど
胃
腸
に
出
る
人
、
ど
う
き
、

息
苦
し
き
、
胸
痛
な
ど
心
臓
に
出
る

人
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
社
会
生
活
に

は
ス
ト
レ
ス
は
っ
き
も
の
で
す
が
、

せ
め
て
家
庭
に
い
る
と
き
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て

ス
ト
レ
ス
解
消
に
努
め

た
い
も
の
で
す
。

家
族
ぐ
る
み
で
、
心
か
ら
く
つ
ろ

げ
る
家
庭
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

。
病
気
は
慢
性
化
し
な
い
う
ち
に

中
高
年
に
な
っ
て
慢
性
の
病
気
に

か
か
る
と

そ
の
影
響
か
ら
老
化
を

早
め
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

病
気
は
軽
い
う
ち
に
み
つ
け
て

早
自
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。

壮
年
期
か
ら
の
健
康
守
つ
く
り
ゃ
成

人
病
の
予
防
な
ど

日
頃
の
健
康
管

理
の
重
要
性
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
理

解
や
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
老

人
保
健
法
に
基
づ
く
保
健
事
業
に
積

寄
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
健
康
で
す
ご

し
、
健
や
か
に
老
い
る
た
め
に
も
、

大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
健
康
を
過

信
せ
ず
、
健
康
管
理
に
十
分
気
を
配

っ
て
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
を
す

る
こ
と
で
す
。

12 

ガ
ン
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の

成
人
病
は
、
本
人
が
全
く
気
付
か
な

い
う
ち
に
症
状
が
進
行
し
て
い
る
場

合
が
多
い
も
の
で
す
。
何
ら
か
の
自

覚
症
状
が
あ

っ
て
か
ら
病
院
を
訪
れ

る
の
で
は
な
く
、
「
健
康
だ
」
と
感
じ

て
い
る
と
き
か
ら
定
期
的
に
健
康
診

査
を
受
け
、
か
ら
だ
の
異
常
や
病
気

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
る
こ

と
が
、
健
康
づ
く
り
の
第

一
歩
で
す
。

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

「
四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間
」
が
、

今
年
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

健
康
に

つ
い
て
は
常
に
深
い
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が

実
際
に

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
方
は
、
意
外
に
少
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

忙
し
い
毎

H
を
す
ご
し
て
い
る
働

き
盛
り
の
あ
な
た
も
、
明
日
の
生
活

の
た
め
に
自
分
の
健
康
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

県民会館

面白くて健康になるイベントガ一杯

守3

'84とやま健康フェステイノりし

みiん!芯!でi参|加|し!よ|う

10月12日~14日



9.不正受給者に対する罰則の強化
不正な行為で失業給付を受給した者は、以後の支給

停止、不正受給額の返還に加え、その同額までの納付

など厳しい処分をうけることになります。

5.失業給付回数が蛮更になりまし
Tこ。

退職時の年齢と勤続期間とによって、次のとおり決

められます。安心して再就職するために
10.事業主に対する助成金のf広大
再就職促進のため、新たに次の事業主にも助成金が

支給されます。

(1) 定年に到達した者を、パートとして雇用延長す

る事業主

(2) 雇用保険受給者を、パートとして雇い入れる事

業主

(3) 定年等により退職する者を、その雇用主のあっ

旋により雇用する事業主

(4) 雇用保険受給者を対象に、 3日程度の集団的講

習と職場見学を実施する事業主及ぴその団体

雇用保険制度についてのお問い合わせは、県庁雇用

保険課または最寄りの公共職業安定所へ。

~竺竺空白 51年年以未上満 150年年以未上満 10年以上

30歳未満 90日 90日 180日

30歳以上45議未満 90日 180日 210日

45歳以上55歳未満 180日 210日 240日

55歳以上65歳未満 210日 240日 300日

富者霊|| 55歳未満
240日

55議以上65歳未満 300日

(注 1) 1年未満の場合は、 一律90日です。

(注 2)企業倒産で解雇された方でどうしても就職で

きない場合は、給付日数が延長きれることが

あり ます。

6.失業給付金の算定基礎と給付額
が見直しされました。
失業給付の額は、原則!として毎月の定期給与により

計算され、いわゆる賞与等は除かれます。

また、全体として給付金額が引上げられるとともに

賃金の 6割以上が支給される範囲も広がりました。

なお、保険料の算定にあたっては、従来どおり賞与

等を含めた総賃金をもとに計算しますので、ご注意く

ださい。

雇用保険制度改正のあらまし

雇用保険制度が‘誕生して、ほぼ10年経過しましたが、その聞に雇用、

失業の情勢も大きく変化しました。

そこで、この情勢の変化に対応して、失業された方々の一日も早い再

就職を図るため、雇用保険制度も改正され、今年の 8月 1日から実施さ

れています。

失業給付とは、生活の心配なく仕事探しに専念し、一日も早く再就職

をしていただくために、支給されるものです。

そのため、受給できる方は、失業中の方で、積極的に就職しようとす

る意志と、いつでも就職でき る能力をお持ちの、求職中の方に限ります。

従って仕事をやめたら必ず支給されるのではなく、仕事探しをされる

場合にのみ、そのお手伝いをするために支給されるものです。

今回の改正について、次にご紹介します。

1 ・早期に再就職した受給者には、
再就聴手当が支給されます。
給付日数の 2分の l以上を残して安定した職業に就

いた方には、自己就職の場合でも、失業給付日数に応

じて再就職手当が支給されます。

雇用保険制度については

7.給付制限期聞は、 5カ月です。
任意退職など退職の理由により失業給付の支給が停

止される期間が、特別の場合を除いて、 一律に 3カ月

となりました。

なお、再就職手当(前記 1)は、この期間中の就職

であっても支給されることがあります。

三刃c
ロ.C，，'、λじ

(
一
時
金
)

給
付
金
支
給

求
職
申
込
み

離
職

日
歳

被保険

31-41lH付

25-160H内

54-2552 

21-1515({対

82-3195~ 6 

24-0365~ 7 

82-0198 

32 -2914~ 5 

74-0445~6 

75-0324・0856

67-0310・1990

間

一
川

一
間
一
問
一
附
一
間
一
問
一
間
一
間
一
川

一
問

富 山 県 雇 用 保 険 課

富山公共職業安定所

富山八尾分室

高岡公共職業安定所

新湊公共職業安定所

魚津公共職業安定所

魚津朝日分室

砺波公共職業安定所

氷見公共職業安定所

滑川公共職業安定所

小矢部公共職業安定所

8.昭和60年4月からは、保険料の
免除年齢は、64歳以上となります。

現在60歳以上となっている保険料が免除される年齢

が、 64歳以上になります。

従って60歳から63歳までの方も、来年度からは保険

料を納付していただくことになります。

ただし、 65歳以上で公共職業安定所長の認可を受け

て被保険者になる方(前記3)は、保険料は免除され

ません。

3. 65歳以上で新たに雇用される方
は、被保険者にはなりません。

65歳以上で新たに雇用される方は、今後被保険者に

はなりませんが、昭和62年 7月31日までは、本人の希

望により公共職業安定所長の認可をうけて、 一回に限

り被保険者となることができます4失業時には、 一律

に基本手当の50日分が支給されます。

なお、短期雇用特例被保険者と日雇労働被保険者に

ついては、従来どおりそれぞれの保険が適用されます。

給付日数 支給残日数 再就職手当の額

90日 45日以上 30日分

120日以上 80日分
180日

90日以上 50日分

140日以上 85日分
210日

105日以上 50日分

160日以上 90日分
240日

120日以上 50日分

200日以上 120日分
300日

150日以上 70日分

14  

付

免除 (語版製品~)

被保険者)が失業した場合には、 一時金として基本手

当の50日分から最高 150日分の高年齢求職者給付金が

支給されます。

ただし、 65歳の定年等で退職された方には、従来ど

おりの基本手当が支給されることになります。

受給期限 1年間

世間
7日

60年4月から

納

60年3月分まで

除

ロノ¥
I)jf，、

免

免64歳以上

4.定年退職者等には受給期聞の延
長制度ができました。

定年や勤務延長等により退職した方には、希望によ

り最大限 2年間まで受給期間が延長されます。
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¥吋¥¥ 
2. 65歳以上の方には、高年齢求職
者給付金が支給されます。
65歳をこえて引続き雇用されている方(高年齢継続
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Dず
0
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日
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ズ
と
眼
鏡

十
月
十
日
は
、
眼
の
愛
護
デ

l
で
す
が
、

近
視
、
乱
視
、
遠
視
な
ど
視
力
障
害
で
眼

鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
用
し
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

特
に
最
近
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を

使
う
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
光
学
的
に

は
、
眼
鏡
に
比
べ
て
か
な
り
す
ぐ
れ
て
い

る
た
め
で
す
。

第

一
に
角
膜
の
表
面
が
デ
コ
ボ
コ
に
な

っ
て
い
る
不
正
乱
視
な
ど
の
矯
正
も
で
き

ま
す
。
第
二
に
角
模
に
密
着
し
て
い
る
た

め
、
周
辺
が
歪
ん
だ
り
、
大
き
く
な
っ
た

り
小
さ
く
な
っ
た
り
し
て
見
え
る
こ
と
が

な
い
こ
と
で
す
。

第
三
に
近
視
の
場
合
は
弱
い
度
の
レ
ン

ズ
で
よ
く
、
眼
鏡
の
使
え
な
い
強
度
の
近

視
で
も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な
ら
使
え
ま

サ
ト
イ
モ

サ
ト
イ
モ
は
、
比
較
的
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多

く
、
他
の
イ
モ
に
比
べ
る
と
味
は
淡
白
で
、

味
噌
汁
の
実
、
ゴ
マ
合
え
、
田
楽
、
煮
物

な
ど
、
甘
く
も
辛
く
も
い
ろ
い
ろ
に
調
味

で
き
る
手
頃
な
も
の
で
す
。
ま
た
皮
付
き

の
ま
ま
よ
く
洗
っ
て
蒸
し
て
作
る
「
衣
被
」

は
、
秋
を
感
じ
き
せ
る
素
朴
な

一
品
で
す
。

サ
ト
イ
モ
は
、
イ
ン
ド
原
産
の
タ
ロ
イ

モ
の

一
種
で
、
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
カ

，
h

剛
院

ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
と
同
じ
仲

dvd

間
で
す
。
イ
モ
の
部
分
が

よ

、

茎
で
、
茎
に
見
え
る
と
こ

ろ
が
葉
の
柄
で
す
。
暖
か

-R.

，

い
地
方
で
は
、
ミ
ズ
パ
シ

ぶ
引
け
川

ョ
ウ
の
花
を
細
長
く
し
た

.Eau-

-
2
2く
そ
う
で

と

旬

す
。
春
先
に
種
イ
モ
を
植

4

え
る
と
、
夏
に
は
背
た
け
ほ
ど
に
も
成
長

し
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
子
イ
モ
、
孫
イ
モ
を
採

る
た
め
に
栽
培
し
ま
す
が
、
親
イ
モ
を
採

る
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
や
、
葉
の
柄
を
採
る
ア
カ

ズ
イ
キ
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

す
。
そ
の
他
に
、
く
も
ら
な
い
と
か
、
使

っ
て
い
る
こ
と
が
目
立
た
な
い
と
い
う
利

点
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
取
扱
方
法
が
少
々
面
倒
で
、
誤

ま
る
と
眼
を
傷
つ
け
、
ひ
ど
い
場
合
に
は

失
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
レ
ン
ズ
を

常
に
清
潔
に
保
つ
こ
と
、
着
脱
の
際
、
手

指
は
よ
く
洗
う
こ
と
、
変
だ
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
は
ず
す
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

ま
た
長
時
間
の
使
用
は
さ
け
、
ソ
フ
ト

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な
ら
十
六
時
間
、
ハ

ー
ド
な
ら
十
二
時
間
を
限
度
に
し
ま
す
。

使
う
人
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
、
眼
鏡
に

す
る
か
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
に
す
る
か
決

め
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
に
し

て
も
か
な
ら
ず
眼
科
医
の
検
査
と
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

九干 いすま 読者の のこ { J 1 
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で で、(

水
盤
で
小
さ
く
育
て
て
、

観
賞
用
に
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
モ
に
は
強
い
ね
ば
り
と
え
ぐ
味
が
あ
り

ま
す
。
酢
を
少
々
落
し
た
湯
で
下
ゆ
で
す
る

と
、
か
な
り
消
え
ま
す
。
皮
を
む
く
と
き
手

が
か
ゆ
く
な
る
の
は
、
え
ぐ
味
の
成
分
、
ホ

モ
ゲ
ン
チ
ジ
ン
酸
と
い
う
物
質
の
た
め
で
、

手
に
塩
を
つ
け
て
か
ら
む
く
と
防
げ
ま
す
。

長
く
の
ぴ
た
葉
の
柄
(
ズ
イ
キ
)
は
、

酢
物
に
し
た
り
、
干
し
て
保
存
食
に
し
ま

す
。
富
山
で
は
、

て
、
産
後
三
日
目
の
朝
に
、

コ
二
日
の
団
子
」
と
い
っ

産
婦
に
米
の

粉
の
団
子
と
干
ズ
イ
キ
を
カ
ツ
オ
節
の
ダ

シ
の
味
噌
汁
に
仕
立
て
て
食
べ
さ
せ
る
風

習
が
あ
り
ま
す
。
お
産
の
悪
い
血
を
流
し
、

母
乳
の
出
を
よ
く
す
る
と
い
っ
て
、

R米
世ヰ

近

所
や
親
類
に
も
配
っ
て
祝
い
ま
す
。

サ
ト
イ
モ
も
最
近
は
便
利
に
な
っ
て
、

皮
を
む
い
て
水
に
晒
し
て
あ
る
も
の
や
、

水
煮
し
て
冷
凍
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

秋
に
は
地
元
産
の
新
の
サ
ト
イ
モ
が
出
ま

わ
り
ま
す
。
滑
川
、

上
市
、

井
波
、

福
野

が
特
産
地
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、

関
西
方

面
な
ど
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

掘
り
た
て
の
サ
ト
イ
モ
で
、

あ
な
た
も

秋
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
然
と
動
物
と
叡
策
と

緑
の
中
で
ゆ
っ
く
り
一
日

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

富
山
市
古
沢
地
区
の
城
山
(
医
科
薬
科

大
学
の
北
側
)
の

一
角
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
l
ク
が
あ
り
ま
す
。

自
然
の
状
態
で
動
物
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
た
動
物
園
(
六
十
七
種
類
)
や

遊
園
地
、
広
場
な
ど
を
備
え
た
公
園
で
す
。

動
物
園
で
は
、
中
国
遼
寧
省
か
ら
送
ら

れ
た
マ

l
ロ
ー
や
ブ
ラ
ジ
ル
産
の
カ
ピ
パ

ラ
が
子
供
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

二
十
九
鈴
の
広
さ
の
中
で
七
十
ば
が
自

然
の
樹
林
や
池
と
な
っ
て
お
り
、
緑
や
水

を
保
全
し
な
が
ら
、

一
日
ゆ
っ
く
り
過
ご

せ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

料
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圏

.開園期間

3月15日-12月14日
.開園時間

午前9時00分~午後4時30分
休日は毎週月曜日、月曜日が祝

日の場合は翌日が休日となり ます。

入

まちか-sc-sか§
川一品川仙
沼
市
川
町

一
iJli
--
，一人''・
1
0
o
u
-
-
h
l
l
l，
ゾ
ー
ー

川
砂

川
制

m

i

--
s
j
o
i
e
 

一。山内一ハ
U
E
t司
ー

ι日。
み恥旭町
一一一一川

l
山ー

か一
一九
怖
が
~ドハド
シ

一日
一

…川
幕
一川一
砂
川

ホ
ー
ム
・
フ
リ
ー
ジ
ン
グ

ム
ダ
な
く
効
率
的
に
材
料
を
使
っ
た
り
、

季
節
の
味
を
保
存
す
る
に
は
ホ

l
ム
・
フ

リ
l
ジ
ン
グ
が
便
利
で
す
。
手
近
な
も
の

か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈ホ

l
ム
・
フ
リ

l
ジ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

1 

小
さ
く
、

平
ら
に
す
る
。

薄
く
、

短
時
間
で
冷
凍
す
る
こ
と
が
食
品
の

美
味
き
を
保
つ
秘
訣
で
す
。

フ
リ

l
ジ

ン
グ
中
は
で
き
る
だ
け
冷
凍
庫
の
ド
ア

を
開
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2 

熱
い
も
の
は
よ
く
さ
ま
し
て
か
ら
冷

凍
庫
へ

。

3 

空
気
を
抜
い
て
、
ぴ
っ
た
り
密
封
す
る
。

4 

再
冷
凍
は
味
、
栄
養
が
お
ち
て
し
ま

、つ
ノO必

要
な
量
だ
け
取
り
出
せ
る
よ
う
に

小
分
け
す
る
か
、

一
つ
ず
つ
の
聞
に
ラ

--AW
E
o
ず
日
。
〈
ゐ

時

.4
2
0
ず
0
0
〈
ゐ
し
の
悶
E
2
0
ず
日

ッ
。
フ
を
は
さ
ん
で
冷
凍
し
ま
し
ょ
う。

5 

保
存
期
間
は
三

カ
月
間
が
め
や
す
。

〈素
材
に
合
わ
せ
た
フ
リ

l
ジ
ン
グ
〉

-
肉
類

・

味
の
点
で
も
、
衛
生
の
面
で
も
新
鮮
な

も
の
を
使
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
脂
肪
分
の

多
い
肉
は
冷
凍
に
向
き
ま
せ
ん
。
下
味
を

つ
け
る
。
衣
を
つ
け
る
。
軽
く
火
を
通
す

な
ど
の
下
処
理
を
し
て
か
ら
冷
凍
し
た
方

が
、
味
の
お
ち
る
の
を
カ
バ
ー
で
き
ま
す

す
。

-
魚
類

・

生
魚
は
新
鮮
な
も
の
以
外
、

ホ
ー
ム
・

フ
リ

l
ジ
ン
グ
は
不
向
き
で
す
。
内
臓
や

qフ

え
ら
を
処
理
し
て
、

ラ
ッ
プ
に

一
匹
、
ず
つ

包
み
ま
す
。
大
き
い
魚
は
三
枚
に
お
ろ
し

宇
品
1
レ
ト
品
、
ハ
ノ
o

し
よ
う
油
や
み
そ
な
ど
で
下

味
を
つ
け
る
か
、

煮
魚
に
し
て
か
ら
冷
凍

す
る
方
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

-
野
菜
・
果
物

・

野
菜
は
冷
凍
に
不
向
き
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
薬
味
類
は
生
の
ま
ま
冷
凍
で
き
ま
す
。

あ
と
は
堅
ゆ
で
に
し
た
り
、
す
り
お
ろ
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
冷
凍
が
加
能
に
な

り
ま
す
。
果
物
は
、

砂
糖
を
ま
ぶ
し
た
り
、

シ
ロ
ッ
プ
に
漬
け
た
り
し
て
冷
凍
し
ま
す
。



車 県政のうごき司|

8月16日"-'9月15日

企友好スポーツ支流、サッ力一

h
p
ユ
ニ
ー
ク
な
和
漢
診
療
室

8月23・24日
麗テクノポリス現地視察会

県と八尾町、それに地域振興整備

公団は、富山テクノポリスの PRと

企業誘致のため、県外企業を招いて

現地視察会を聞き ました。

出席したのは、 11社。説明会の後、

テクノポリス関連施設、八尾中核工

業団地などを見学しました。

9月1E3
~和漢薬診療始まる

自治体病院としては全国で 2番目

の和漢診療室が、県立中央病院に開

設されました。

既存診療科との連携のもとに、和

漢薬を中心として西洋医学と東洋医

学の、それぞれの長所を生かした診

療を行います。

現在のスタッフは、医師 3名、薬

剤師 3名、看護婦 2名の 8名です。

日曜、祝日を除く毎日 8時半から

11時までが受付け時間ですが、他の

医療機関の医師の紹介、又は当病院

で診療中の方に限り受診できます。

9月4日
嵐高岡市で県総合防災訓練

8月30日からの 1週間は、防災週

間です。 9月 1日の防災の日を中心

に、全国各地で防災に関する各種の

行事が繰り広げられましたが、富山

県内でも様々な防災活動が行われま

した。

この日、県と高岡市が主催して、

総合防災訓練が実施きれました。駅

前地下街や伏木石油基地などを会場

に、防災関係機関、地域住民あわせ

て35，000人以上が参加して、本番き

ながらの大規模な訓練を実施しまし

た。

9月4白
磁第一回緑花推進県民会議

県民主体の花と緑の県づくりを目

指して、その推進役となる県民会議
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8月18日
麗北方領土返還要求県大会

県庁前公園で、第 3回北方領土返

還要求県大会が聞かれました。県、

市町村、各種団体などの代表約 200

人が出席。炎天下、 一日も早い返還

を求めて、今後も粘り強く運動を進

めようと宣言し ました。

このあと全員で、西町交差点まで

街頭行進し、運動への結集を呼び、か

けた。

8月18E3
~遼寧省とスポーツ交流
友好省遼寧省のスポーツ交流団が

来県しました。一行は、季世明団長

他35人で、男子サッカーチームと女

子バレーボールチームで編成されて

います。選手は、 15才から18才の高

校生を中心とした若者で、県内の高

校チームと親善試合を行って、交流

を深めました。

8月22日
麗花と緑のマスタープラン

県緑花計画策定委員会が聞かれ、

「日本一の花と緑の県づくり」を目

指す富山県の基本計画、クリーンプ

ランを策定しました。

この計画は、花と緑を進める、花

と緑に親しむ、花と緑をつくる、花

と緑を育てる、の 4つの計画を柱に

地域緑化グループなどによる身近な

ところからの花と緑の普及を図り、

県民総参加の県土緑化を目指してい

ます。

8月23日
麗高岡で知事と語るつどい

聞かれた県政を目指して、知事が

直接県民の方々と話しあう「知事と

語るつどい」が、高岡市で聞かれま

した。伏木外港計画、運転教育セン

ターの設置など、多くの意見 ・要望

が出されました。

また22・23日の両日、高岡市内の

企業や公的施設を視察しました。

正予算案、情報教育センタ一条例制

定案など一括上程し、知事が提案理

由を説明しました。

9月12---14E3
~全国広報広聴研究大会
都道府県や市町村などの全国の地方

自治体の広報マンが一堂に集う、 全

国広報広聴研究大会が、県民会館で

聞かれました。

県のイメージディレ クターから高

野悦子氏ら 4名を講師に招いて「し、

きいき富山で語ろう、創意と工夫の

広報広聴」のテーマのもと、全国か

ら集ま った約 1，100名の参加者は、

熱心に研修しました。

9月ア白
磁ジャコモ・マンズー展

現代彫刻の巨匠、ジャコモ ・マン

ズーの作品 120点を一堂に集めた展

覧会が、県立近代美術館で聞かれま

した。

マンズー展は、日本では10年ぶり、

最新作も多く出品されており、ろう

型を使用した肌のぬくもりまで伝わ

るような彫刻に、話題が集まってい

ました。(10月21日まで)

9月11白
鶴 9月定例県議会始まる

9月定例県議会が招集されました。

午前 9時からの本会議で、会期を27

日までの17日間と決め、 一般会計補
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県民に向って聞かれた県政を目指

して、昭和56年度から始まった県下

各市町村を単位とした、知事と語る

集い、まちまわりも、これで一巡し

たことになります。

9月6日
麗バイオテクノロジー・シンポジウム
21世紀の新技術として注目されて

いるバイオテ クノロージーの権威を

集めて、 シンポジウムが聞かれまし

た。富山の産業の将来を担う技術と

して、テクノポリス建設の最も重要

なものです。産官学協同で人材を育

て、地道に研究を重ねることが大切

であるとの指摘がありました。

A伏木石油基地で実地訓練

が初めて聞かれました。

緑花運動のリーダーとして県内各

層から選ばれた 108名の委員は、先

に策定されたグリーンプランを県民

総ぐるみで進め、日本一に挑戦する

ことを確認しました。

9月5~6日
麗富山市で知事と語るつどい

2日間にわたって富山市を対象地

域に、知事と語るつどい、まちまわ

りが行われました。

知事一行は、中央卸売市場、農業

センタ一、老人福祉センターを視察

しましたが、卸売市場では関係者約

100名と懇談。また市民健康センタ

ーでも市民と直接意見交換を行いま

した。



なお、優秀作品はゴンドラスキー場のイメージアップのための広

く活用させていただき ます。

-花と緑のポスターと標話決定

昭和60年度の花と緑の普及のために、県内の小中学生及ぴ高校生

から募集していたポスター原画と標語の審査が行われました。

(1) ポスター原画入賞者

特選安田猛彦(立山中央小学校5年)、 1等 山本智昭(小見小

学校 1年)、宮田尚也(富山第一高等学校 3年)、 2等富山朋子

(四方小学校 3年) もりひろたか(大沢野小学校 4年)米道美和

子(庄川中学校 1年)、佳作 葛西由希子(太閤小学校 2年)他10名

(2) 標語入賞者

特選宮本実香(大門小学校 3年)、1等増山友英(月岡小学校

5年)、米沢淑子(新庄中学校 2年)、 2等 水野基(山室小学校 4

年)、四十物伸恵(田中小学校 4年)、竹内真紀(上庄小学校 5年)、

佳作大橋央(田中小学校 3年)他11名(以上敬称略)

なお、表彰式は、今月末に行う予定です。

「花と緑にかこ まれて、心も体もさわやかに」 (特選の標語)

.rやさしさを隣人に」共同募金に御協力を

赤い羽根で親しまれている国民助けあい共同募金も 、今年で38回

を数え、全国一斉に、 10月 1日から12月31日まで、 3ヵ月間にわた

って行われています。

この共同募金運動によって寄せられた寄付金は、民間の社会福祉

施設や団体などに配分きれ、からだの不自由な人たちゃ身寄りのな

いお年寄りたちのために、 使われることになっています。

一人ひとりの善意はわずかでもたくさんの善意が集まれば大きな

力となり ます。

皆さんの御協力をお願いします。

なお共同募金についてのお問い合わせは、最寄りの市町村共同募

金会または富山県共同募金会(〒930富山市舟橋南町 5番14号

宮 0764⑪9800)

持彦王国
とやま

10月街頭献血日程

月包曜 場 所 場 所 月B曜 場 所 8事 間

10/H月)婦中町役場前 10 :OO~ 15 :30 10/1掛 新湊市役所前 10:00~ 15: 30 

5白鉛 城端町役場前 10 ・ 00~15 ・ 30 2fX土)lIjj波市ジャスコ前 10 ・ 00~15 ・ 30

位j富山駅前 10:00~16:0。 2lX:tl 魚津市サンプラザ前 10 ・ 00~15 : 30

臥土)高岡駅前 10 ・ 00~15:30 2H日)富山市中央通り前 10:00~16 : 00 

7(日)黒部市メルシー前 10:00~15:30 2日本j朝日町職工会館前 10:00~15:30 

11(本)小矢部市役所前 10 ・ 00~15:30 27ω 富山駅前 10:00~16:00 

1祉)富山駅前 10:00~16 ・ 00 2祉)高岡駅前 10 ・ 00~15:30

13(土)高岡駅前 10 ・ 00~15:30 28(8) 高岡駅前 10:00~ 15: 30 

14(8) 富山西武前 10:00~16:00 

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

富山市新総樹輪P7
倉富山31ザ 4111間

31← 3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎丙)
愈高岡21......，9411

a 魚、津新宿泊午(総合庁舎内)

虫魚、i章24""""5311

蜜，

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

談

-昭和59年度第2回理容師・美容師試験

富山県では、 理容師及ぴ美容師の学科試験を11月5日(月)、実地試

験を11月26日(月)に実施します。

願書の受付けは、 10月5日から10月19日まで、県内受験者は住所

地を管轄する保健所で、県外受験者は、県庁厚生部環境衛生課で行

っています。

なお、詳しく は、最寄りの保健所または県庁環境衛生課(宮0764

@4111)へお問い合わせください。

.第 1回あわすの平ゴンドラリフト写真コンテスト

春はハイキング、夏はキャンフ、秋はテニスに紅葉狩り、冬はも

ちろんスキーにと、皆さんのスポーツ ・レクリェーションの場とし

て大人気の立山山麓あわすの平。

四季折々に美しく装いを変えるあわすの平を、あなたのカメラで

とらえてみませんか。県企業局では、皆さんの思い出の写真、自慢

の作品をお待ちしています。

(1)題 材 ゴンドラリフトを中心としたあわすの平一帯の風景、

スナップ、催し物などを主題したもの。

スキー部門、風景部門、フ ァミリ一部門

カラープリントサービス判 (ネガも添付のこと。)

特になし

昭和60年2月28日(木)(当 日消印有効)

〒930富山市舟橋北町 4番19号富山県企業局総務

課企画開発係(氏名、住所、電話番号、職業及び部

門別を記載してください。)

表最優秀賞 1点、優秀賞15点、特別賞 5点昭和60年

3月中旬に、ゴンドラスキー場山麓駅構内で展示、

発表します。賞品も盛りだくさん、ふるってご応募

くださし、。

野
に
山
に
、
豊
か
な
実
り
の
季
節

が
訪
れ
ま
し
た
。
甘
く
て
、
ほ
ん
の

り
な
つ
か
し
い
香
り
の
す
る
イ
チ
ジ

ク
も
、
私
た
ち
の
食
欲
を
そ
そ
る
、
み

ず
み
ず
し
い
秋
の
果
物
の

一
つ
で
す
。

大
き
な
葉
の
聞
か
ら
、

パ
ッ

ク
リ

と
赤
い
口
を
開
け
た
実
を
も
ぎ
と
る

と
、
白
い
乳
状
の
汁
が
ほ
と
ば
し
り

ま
す
。
こ
の
乳
汁
は
、
痔
や
回
虫
駆

除
に
き
く
と
い
い
ま
す
。

昔
か
ら
よ
く
農
家
の
庭
先
な
ど
に

自
家
消
費
用
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
イ

チ
ジ
ク
。
こ
れ
を
大
沢
野
町
の
特
産

物
に
し
た
の
は
、
減
反
政
策
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

つ
ま
り
古
く
て
新
し

い
作
物
、
イ
チ
ジ
ク
と
い
う
わ
け
で
す
。

付
加
価
値
の
高
い
転
換
作
物
と
し

て
、
イ
チ
ジ
ク
に
着
目
し
た
町
と
農

協
で
は
、
積
極
的
な
奨
励
策
を
展
開

し
ま
し
た
。
主
産
地
の
愛
知
県
に
農

家
の
人
々
を
派
遣
し
た
り
、
新
品
種

を
導
入
し
た
り
、
土
地
に
ふ
さ
わ
し

い
栽
培
法
を
研
究
し
た
り
・
・
・
:
・
。

そ
し
て
六
年
た
っ
た
今
、
そ
の
努

力
が
実
を
結
ぴ
始
め
て
い
ま
す
。
な
ん

と
反
当
た
り
収
益
が
、
米
の
三
倍
を
超

え
る
農
家
も
出
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

現
在
、
四
十
六
戸
、
五
鈴
で
栽
培

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、

七
鈴
に
拡
大
し
、
生
産
性
も
先
進
地

愛
知
に
負
け
な
い
程
に
高
め
よ
う
と

町
で
は
い
き
ご
ん
で
い
ま
す
。

枝
を
折
り
幹
を
裂
く
雪
害
と
、
葉

ず
れ
を
起
こ
す
大
沢
野
特
有
の
南
風

が
、
大
敵
で
す
。
農
家
の
お
年
寄
り

ゃ
女
た
ち
が
、
手
間
を
か
け
て
イ
チ

ジ
ク
を
守
り
育
て
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皮
が
薄
く
、
実
の
柔
ら

か
い
イ
チ
ジ
ク
は
、
保
存
が
効
か
な

い
の
が
欠
点
で
す
。
摘
取
り
後
二
日

間
が
、
お
い
し
さ
の
限
度
。
で
す
か

ら
こ
こ
で
は
県
内
に
し
か
出
荷
し
て

い
ま
せ
ん
。
県
外
産
は
、
価
格
は
安

い
で
す
が
、
そ
の
分
鮮
度
も
味
も
落

ち
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
沢
野
で
は
イ
チ
ジ

ク
を
使
っ
た
お
菓
子
も
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
中
、

羊
葉
、
イ
チ
ジ
ク
ジ

ャ
ム
を
は
さ
ん
だ
カ
ス
テ
ラ
な
ど
。

イ
チ
ジ
ク
は
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
、

カ
キ
な
ど
に
比
べ
る
と
糖
度
は
や
や

低
い
の
で
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
た

ん
白
質
に
恵
ま
れ
、
沢
山
食
べ
て
も

ふ
と
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
胃
腸
を
整
え
、
便
の
通
じ
を

良
く
し
、
酒
毒
を
消
す
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
も
っ
と
若

い
女
性
に
も
食
べ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。」
と
産
地
で
は
、

一言
っ
て
い
ま
す

部門

規格

応募資格

締切り

送付先

(7) 発

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

d

司
収
穫
は
て
い
ね
い
に

***********県広報はあなたと県を結ぶパイプ役***********
女 *
* 富 山県では、この「県広報とやま」のほかテレビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹 * 
: 介や暮しの情報を提供しています。

世町

甲骨* <テレビ広報> <新聞広報> * * KN B rこんにちは富山県で‘す J 0北日本、 富 山、読売、 北 陸中日 食

: 毎週日曜日午前 8 時~ 8 時30分 毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」 女

貧 富山テレビ r110万人のひろば 毎月最終土曜日「みんなの県政」 女

* クイズ /フォーカスイン一一 J 0朝日、毎日 食

: 毎週日曜日午前 9 時~ 9 時30分 毎月第 2、最終土曜日「県からのお知らせ」 : 

*食事It*****食事It**貴女*女**ヲIt***********官It***ヲIt***世It*********女**
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